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	目的

本研究の目的はシンチレーションファイバーを用いて宇宙線を測定し、シンチレーションファイバーの特性を求める事である。
実験方法および実験装置
宇宙線がシンチレーターを通過するとシンチレーター中の分子の軌道電子が励起される。この電子が低いエネルギーレベルに落ちるときに出す光をシンチレーション光という。
直径1mm、長さ100mmのシンチレーションファイバーを写真１のように１２本×４段（Ｓ１）と１２本×１０段（Ｓ２）のものを作成した。
図１のようにＳ２からのシンチレーション光を光電子増倍管で光電子に変え、10６倍程度増幅した電気信号として出力する。この信号を波高分析器に入力し信号の大きさの分布を求めた。

このとき、Ｓ２からの信号を図のように波高分析器のゲート信号として入力し、ミューオンを同時計測により選別した。
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              図１　実験の概略図　　　　　　　　　　　写真１　ファイバーの断面の写真
実験結果
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Ｓ２の波高分布は左図のようになった。


１２５channel付近でピークが現れている。


これは、おおよそ７０光電子に相当すると考えられる
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